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　骨スキャン用99mTc燐酸化合物の中で最もすぐ

れているといわれている99mTc　Methylene　Dipho・

sphonateを用いて骨スキャンを行ない，従来用い

てきた99mTc　EHDPと比較した．症例は最近4か

月間に骨スキャンの依頼のあったものの中の25例

（乳癌15例，肺癌3例，その他7例）で，99mTc

MDPは，　RCCのキットを用いて調整し，10～15

mCiび静注後，全身カメラ装置を用いて撮像した

が，一部の例で尿中排泄率，腰推部の集積速度な

どについても測定した．99mTc　EHDPは日本メジ

フィジックス社のものを用い約200例について検

査した．

　注射後6時間の間の尿中排泄率の平均は99mTc

MDP（9例）56．6％，99mTc　EHDP（5例）63．5％で

あった．

　腰椎部の集積速度は99mTc　MDP（7例）あるい

は99mTc　EHDP（5例）を注射後，経時的に腰部の

像をデ・一一一タ処理装置により磁気テープに収録し，

腰椎（A）およびその左側方の軟部紙織（B）に関心

領域を設けて，両者の一要素あたりのカウント数

を算出しA－BおよびA／Bを値を求めた．A－B

は，両者とも注射2時間以後においてほぼプラト

ー に達する．AIBの平均値の2時間後および5時

間後の値をみると99mTc　MDPではそれぞれ，3．6

および4．7，99mTc　EHDPでは2．6および3．2と

MDPの方が，早く高い値に達する傾向がみられ
た．

　しかし，スキャンによって得られた画像につい

て比較した場合，両者の間には大きな差はみられ

ていないが，今後さらに症例を重ねて検討したい．
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　静注後早期にスキャンの開始できるTc一リン酸

化合物としてMDPが開発され，われわれも3社

より製品化されているMDPを使用する機会を得

たので，動物実験，臨床例について3社製品の比

較，Pyp，　EHDPとの比較検討を行った．

　家兎における血中クリアランスはMDPの3社

製品間にわずかの差はあるが，それらは全てPyp，

EHDPに比し早期より急峻に下降し良好なクリ

アランス曲線が得られた．各臓器分布では3社の

MDPともに骨の集積がPyp，　EHDPに比しとく

に高くはないが，血液，筋などバックグラウンド

となる臓器との比をとると静注1時間彼，2時間

後ですでに高い値を示した、静注後1，2，3時間の

骨シンチでは3社のMDPの間に差はみられず，

それぞれ1時間で良い像が得られた．

　臨床例でもMDPの血中クリアランスはPyp，

EHDPに比し良かった．静注後2時間，3時間で

のシンチグラムを肋骨，椎骨の解像度，バックグ

ラウンドの多少などを基準にして比較したが，3

社MDPともにPyp，　EHDPよりは優れ，2時間

後でも良い像が得られる症例が多かった．3時間

後像で小さな病巣が検出された症例で，2時間後

像で診断しえなかった症例はなかった．すなわち

R．1．静注後2時間でも病巣検出は可能と考えられ

る．しかし，鮮明な像を得るには3時間後像が明

らかに優れている．
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